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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜研修案内＞

2021年度　第4回法人研修

　日　時：2021年9月7日(火） 17:30～18:30

　場　所：メンタルケア病棟4階メモリアルホール

　テーマ：｢守秘義務と個人情報保護｣

　講　師：楢館　和樹

　ビデオ研修：2021年9月9日(木)17:30～18:30
＜全体連絡＞

・電動式の吸引機の決裁がおり、発注済。

・看護学生 青陽館実習　千葉　9/22（水）・八学　9/21（火）

・医療福祉学会抄録提出について

教育委員会への提出期限　9月15日（水）17：00

菅原AOMへの提出は8月中に済ませましょう。
＜利用者様の評価について＞
2021年2月以降に登録となった利用者様の転倒転落アセスメントスコアシート、LASMIの
作成、電カルへのアップロードを8月中に行いましょう。
対象利用者様→義積　砂織様、山下　拓也様、八木田　勝則様、市川　真紀子様、
　　　　　　　赤石　陽介様、三田　彩美弓様

＜利用者様情報＞

デイケア
・原田　奈津紀様～10：30頃本人様より架電あり。以前務めていた三春屋内のレストラン及び蕎麦屋に未払い分の給与があるとの事で、自身で計算し確認した所数万円に及ぶとの事。書類等で詳細を確認し、未払分を支払って貰いたいとの事で9/1(水)に職業安定所に相談に行ってくるとの事。詳細は後日連絡を頂く事し終話している。

・山本　真智子様～コロナウイルスが流行っているため、落ち着くまでお休みしたいとのこと。

ショートケア
特記事項無し。

デイナイトケア
・義積　砂織様～青風荘より情報提供あり。土曜日に当院で採血施行している。日曜日の日中は眠気と頭痛の訴えと採血部位の内出血と軽度の腫れについて、自身が頼んだ以外の血管で採血されたと不満を話している。今朝、8時20分頭痛と眩暈でカロナール服用希望あるが、定期薬を服用してばかりである為もう少し様子を見るように声を掛けると、応じている。デイナイトケアに向かう際に「飲まなくても大丈夫そう。」と言い、服用せずに来所。

・山田　隆雄様～青風荘より情報提供あり。日曜日の夕食時は主食とひじきのみの摂取であり、「胸が苦しいから、早く寝る前の薬が飲みたい。」と話している。様子を見るように伝えると、無言で立ち去っている。就床前薬は時間通り服用し、以後訴えは聞かれない。

・船場　幸子様～青風荘より情報提供あり。土曜日に繁名和恵様の金銭管理をしている最中に近くに座っている為、距離が近い事を指摘するが、「そうですか？」と返答し、行動を改めることはない。今朝は繁名様とふざけあったりしている。　

・古川　富蔵様～青風荘より情報提供あり。日曜日に自室とホールの往復があり、声を掛けると左下肢の痛みを訴えており、熱感も確認している。安静に過ごす様に伝えると、応じている。

· 大下　良悦様～本日午前から動きの鈍さがあり、昼食時も噛まずに飲み込もうとすることがあり介入を要している。
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＜グループホーム利用者様情報＞
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＜カンファレンス情報シート＞
カンファレンスシート（川口　八寿子様）

実施日：2021年　8月30日（月）13：30～14：00

　　担当：鳥谷部

検討内容　

	氏名
	川口　八寿子様
	性別
	女
	年齢
	60
	生年月日
	S36年6月19日

	主病名
	双極性障害
	合併症
	

	治療方針（医師の指示）
	1､ 基本的生活習慣の習得。

2､ 対人関係の改善。

3､ 病識を見につける。

4､ 社会資源の利用。

	本人希望
	今の生活を続ける。

	家族希望
	未聴取

	入院歴
	計1回（最終：年月～年月日　）＊14年～15年前に当院入院歴あり

	通所歴
	3回目

· 前回：H30年5月9日～R3年5月7日

· 今回：R3年7月21日～現在　　（週1回/水曜日）

	その他サービス利用
	青明舎登録

	住居：家族と同居
	家族構成

母

妹（いちい寮入所中）
父親は精神疾患（統合失調症）に罹患しており、本人が2歳時に自殺

	利用制度
	手帳2級
	年金2級
	他（自立支援、介護保険、重度医療等）


R2年夏頃より、口調の強さや買い物をし過ぎる等気分の高い様子があり、金銭面に関しては母様との約束が守れない事もあった。また、母様へ暴言があり増薬となっている。自身も自覚はしているが、不安定な様子は続いていた。冬場から何度も転倒が続いており、ケガに留意するように促していた。令和3年3月29日に自宅階段から転落。八戸赤十字病院を受診し、右足首周辺骨折で、同病院へ入院。

【目標・治療計画（現在）】

	長期目標（1年後達成見込み）
	中期目標（半年後達成見込み）
	短期目標（3ヵ月後達成見込み）
	治療計画

	病状の再燃、大きな怪我なく、安定した生活を送ることが出来る。
	①病状管理が出来る。
	①病状変化に気付ける。
	①他用者との交流状況・発言内容・言葉の強さや気分高揚の有無を観察し、自身で気付けるよう助言する。気付いている際は行動の振り返りと今後の発言内容・行動について話し合う。

	
	②安定した歩行が出来る。
	②杖を使用し、ゆっくりと歩行する。
	②周囲に障害物がないか確認する事と近距離であっても杖の使用を促し転倒に注意する。


【検討内容】

	短期目標
	実施した結果・現状

（達成度○○％）
	今後の対応（目標・計画継続か否か）

	①病状変化に気付ける。
	他利用者様との交流状況は良く、以前よりは口調の強さは見られない。特定利用者様が孤立している様子を気にして、声を掛ける場面もあるが、言い分を聞いて、庇護するような発言がある。気分高揚という程ではないが、スタッフへの話しかけは多い。プログラム中に雑談をしている事がある。
	対象者によるが、物事をはっきりと伝える事は変わらないが、以前より強さは見られない。環境変化に弱い面もある為、今後も観察、介入が必要⇒継続

	②杖を使用し、ゆっくりと歩行できる。
	患部の腫れ、痛みは持続しており、靴の履き替えも自身では難しい様子がある。立ち上がり歩行までに時間がかかり、歩行開始時もふらつき、不安定さがある。フロア内の移動は杖使用せずに移動しており、すり足歩行が見られる。リハビリはデイケアの後に行き、週1回程度。8/27（金）で終了している。
	フロア内では杖使用をしていない為転倒のリスクがあることを伝え、使用を促していく。これから冬になり、更に足元も不安定になる為当面は送迎をしていく。

⇒継続


